
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データを９０度回転させて記録紙上に記録する機能を備え、複数のサイズの記録紙
を使用できるようにした通信機能付き記録装置において、

面積の小さい記録紙を選択するように制御する制御手段を設けた通信機能
付き記録装置。
【請求項２】
　

通信機能
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画像データの原稿幅が原稿長よ
りも大きいとき、２ページ分の画像データを１枚の記録紙に合成して記録するページ合成
が設定されている場合には回転前の画像データをページ合成にて記録可能な記録紙のうち
で面積の小さい記録紙を選択するように制御するとともに、前記ページ合成が設定されて
いない場合、又は前記ページ合成が設定されているが回転前の画像データをページ合成に
て記録可能な記録紙が存在しない場合には１ページ分の回転後の画像データが記録可能な
記録紙のうちで

画像データを９０度回転させて記録紙上に記録する機能を備え、複数のサイズの記録紙
を使用できるようにした通信機能付き記録装置において、画像データの原稿幅が原稿長よ
りも小さいとき、２ページ分の画像データを１枚の記録紙に合成して記録するページ合成
が設定されている場合には回転後の画像データをページ合成にて記録可能な記録紙のうち
で面積の小さい記録紙を選択するように制御するとともに、前記ページ合成が設定されて
いない場合、又は前記ページ合成が設定されているが回転後の画像データをページ合成に
て記録可能な記録紙が存在しない場合には１ページ分の回転前の画像データが記録可能な
記録紙のうちで面積の小さい記録紙を選択するように制御する制御手段を設けた



付き記録装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、ファクシミリ通信等の通信機能を備えた記録装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
この種の通信機能付き記録装置としては、例えばＡ４幅等の所定幅サイズの記録性能のみ
を備えた記録装置が知られている。このような記録装置では、その所定幅サイズよりも大
きなサイズの受信画像データを記録紙上に記録する場合、受信画像データを縮小して記録
するようになっていた。
【０００３】
一方、従来から、複数のサイズの記録紙を使用できるようにした記録装置も知られている
。ところが、Ａ４縦等の所定サイズの記録紙のみしか装填されていないときには、その所
定サイズよりも大きなサイズの原稿を記録する場合、原稿画像データを縮小して記録する
ようになっていた。また、このような記録装置において、各種サイズの記録紙が装填され
ている場合には、受信画像データの幅サイズに適した記録紙が選択されて、記録動作が実
行されるようになっていた。例えば、例えば図１１に示すように、Ａ４Ｒ（横）の画像デ
ータを受信した場合には、その画像データはＡ３幅サイズであるため、Ａ３サイズの記録
紙が選択されて、受信画像データが等倍で記録されるようになっていた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、前述した従来の通信機能付き記録装置においては、受信画像データが記録紙上
に縮小して記録されるため、その記録紙上のデータが小さくて読みにくいという問題があ
った。また、図１１に示すように、Ａ４Ｒサイズの受信画像データがＡ３サイズの記録紙
に等倍で記録されるため、その記録紙上に大きな余白が形成されて、記録紙が無駄になる
という問題があった。
【０００５】
このような問題点に対処するために、例えば受信画像データを９０度回転させて記録紙上
に記録する機能を備え、複数のサイズの記録紙を選択して使用できるようにした通信機能
付き記録装置も従来から提案されている。この従来装置においては、受信画像データのサ
イズと記録紙のサイズとが１：１で対応するテーブルデータが設けられている。そして、
そのテーブルデータに基づいて、受信画像データを９０度回転させて記録するか、回転さ
せないで記録するかが選択設定されるようになっている。
【０００６】
しかしながら、この従来の画像記録装置においては、ユーザーからの要求により、受信画
像データの回転や縮小等の機能を含めると、テーブルデータの組み合せ要素が多くなって
、そのテーブルデータが膨大になるという問題があった。
【０００７】
この発明は、このような従来の技術に存在する問題点に着目してなされたものである。そ
の目的とするところは、受信画像データの記録に際して、その原稿画像データに最適なサ
イズの記録紙を選択することができ、記録紙の余白部分や使用枚数を減少させることがで
きる通信機能付き記録装置を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するために、請求項１に記載の発明では、画像データを９０度回転さ
せて記録紙上に記録する機能を備え、複数のサイズの記録紙を使用できるようにした通信
機能付き記録装置において、
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画像データの原稿幅が原稿長よりも大きいとき、２ページ分
の画像データを１枚の記録紙に合成して記録するページ合成が設定されている場合には回
転前の画像データをページ合成にて記録可能な記録紙のうちで面積の小さい記録紙を選択



面積の小さい
記録紙を選択するように制御する制御手段を設けたものである。
【０００９】
　請求項２に記載の発明では、

ものである。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下に、この発明をコピー・ファクシミリ複合機に具体化した一実施形態を、図面に基づ
いて説明する。
【００１２】
図１に示すように、この複合機の装置本体１１には、原稿給送部１２と、原稿載置部１３
と、原稿読取部１４と、カット紙供給部１５と、記録部１７と、カット紙排出部１８とが
装設されている。
【００１３】
図１及び図２に示すように、前記原稿給送部１２は、原稿２１を載置する原稿台２２と、
原稿２１を１枚ずつ分離供給する分離ローラ２３と、分離された原稿２１を給送する複数
の給送ローラ２４と、上面を原稿２１が通過する透光板２５と、排出された原稿２１をス
トックする原稿排出台２６とを備えている。
【００１４】
原稿有無センサ２７は前記原稿台２２に対向配置され、原稿台２２上に原稿２１が載置さ
れているときに検出信号を出力する。原稿排出センサ２８は原稿排出台２６に対向配置さ
れ、原稿排出台２６上へ原稿２１が排出されたときに検出信号を出力する。
【００１５】
前記原稿載置部１３は、上面に原稿２１を載置するための透明な原稿載置板３１と、その
原稿載置板３１上に開閉回動可能に配設された押え蓋３２とを備えている。そして、前記
原稿給送部１２の原稿台２２及び原稿排出台２６は、この原稿載置部１３の押え蓋３２上
に配設され、押え蓋３２と一体的に開閉回動される。
【００１６】
前記原稿読取部１４は、透光板２５上を通過する原稿２１または原稿載置板３１上に載置
された原稿２１に光を照射する光源３７と、原稿２１からの反射光の光路を変更する第１
～第３ミラー３８，３９，４０と、光源３７及び第１～第３ミラー３８，３９，４０を移
動させるための移動機構４１とを備えている。さらに、原稿読取部１４は、第３ミラー４
０からの光を収束させる集光レンズ４２と、その集光レンズ４２を通して入射した光に基
づき原稿２１上の画像を読取る撮像素子（ＣＣＤ）４３とを備えている。
【００１７】
前記移動機構４１は、左右一対の大径プーリ４４，４５と、左右一対の小径プーリ４６，
４７と、大径プーリ４４，４５間に掛装された第１ベルト４８と、小径プーリ４６，４７
間に掛装された第２ベルト４９とを備えている。さらに、移動機構４１は、第１ベルト４
８に連結された第１キャリッジ５０と、第２ベルト４９に連結された第２キャリッジ５１
と、駆動用のステップモータ５２とを備えている。
【００１８】
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するように制御するとともに、前記ページ合成が設定されていない場合、又は前記ページ
合成が設定されているが回転前の画像データをページ合成にて記録可能な記録紙が存在し
ない場合には１ページ分の回転後の画像データが記録可能な記録紙のうちで

画像データを９０度回転させて記録紙上に記録する機能を
備え、複数のサイズの記録紙を使用できるようにした通信機能付き記録装置において、画
像データの原稿幅が原稿長よりも小さいとき、２ページ分の画像データを１枚の記録紙に
合成して記録するページ合成が設定されている場合には回転後の画像データをページ合成
にて記録可能な記録紙のうちで面積の小さい記録紙を選択するように制御するとともに、
前記ページ合成が設定されていない場合、又は前記ページ合成が設定されているが回転後
の画像データをページ合成にて記録可能な記録紙が存在しない場合には１ページ分の回転
前の画像データが記録可能な記録紙のうちで面積の小さい記録紙を選択するように制御す
る制御手段を設けた



前記大径プーリ４４，４５の直径は小径プーリ４６，４７の直径の２倍となるように形成
されている。また、左側の大径プーリ４４と小径プーリ４６とは、同一軸線上で一体回転
可能に連結されて、ステップモータ５２に作動連結されている。さらに、第１キャリッジ
５０上には光源３７及び第１ミラー３８が支持され、第２キャリッジ５１上には第２ミラ
ー３９及び第３ミラー４０が支持されている。
【００１９】
そして、ステップモータ５２にて大径プーリ４４，４５及び小径プーリ４６，４７が回転
されることにより、第１及び第２ベルト４８，４９を介して、第１及び第２キャリッジ５
０，５１が移動される。このとき、第１キャリッジ５０は第２キャリッジ５１の２倍の移
動速度で移動される。その速度差により、両キャリッジ５０，５１は図１に示すように、
中間の待機位置Ｐ１と、透光板２５の直下に対向位置する第１原稿読取位置Ｐ２と、原稿
載置板３１の基準端３１ａの直下に対向位置する第２原稿読取位置の開始点Ｐ３とに移動
配置される。
【００２０】
また、前記原稿給送部１２と原稿読取部１４とにより複数原稿自動読取部（ＡＤＦ）が構
成され、キャリッジ５０，５１が第１原稿読取位置Ｐ２に移動配置された状態で、透光板
２５上を通過する原稿２１の画像が読取られる。さらに、原稿載置部１３と原稿読取部１
４とによりフラットベッド読取部（ＦＢＳ）が構成され、キャリッジ５０，５１が第２原
稿読取位置の開始点Ｐ３に移動配置された後に、終了点Ｐ４に向かって移動されて、原稿
載置板３１上に載置された原稿２１の画像が読取られる。
【００２１】
図１及び図２に示すように、読取位置センサ５３は前記原稿載置板３１の基準端３１ａの
下部に配設され、キャリッジ５０，５１が第２原稿読取位置の開始点Ｐ３に移動されたと
きに検出信号を出力する。
【００２２】
図１に示すように、前記カット紙供給部１５は、所定サイズの記録紙としてのカット紙５
６を積層状態で収容した複数（この実施形態では４つ）の給紙カセット５７と、各給紙カ
セット５７内のカット紙５６を１枚ずつ記録部１７に向けて給送する給紙ローラ５８と、
カット紙５６の給送を案内するガイド板５９とを備えている。なお、各給紙カセット５７
内にはサイズの異なるカット紙５６が収容されている。
【００２３】
前記記録部１７は、感光ドラム６８と、その感光ドラム６８の表面を所定電位に一様に帯
電させる帯電器６９と、感光ドラム６８上に画像の静電潜像を形成する露光器７０と、感
光ドラム６８上の静電潜像にトナーを供給してその潜像を顕像化する現像器７１とを備え
ている。さらに、記録部１７は、感光ドラム６８に対してカット紙５６を給送する給送ロ
ーラ７２と、トナー画像を感光ドラム６８上からカット紙５６上に転写させる転写器７３
と、カット紙５６上のトナー画像を加熱定着させる加熱定着器７４とを備えている。
【００２４】
前記カット紙排出部１８は、記録済みのカット紙５６を排出する排紙ローラ７７と、カッ
ト紙５６の排出を案内するガイド板７８と、排出されたカット紙５６をストックする排紙
トレイ７９とを備えている。
【００２５】
次に、前記のように構成されたコピー・ファクシミリ複合機の回路構成について説明する
。図３に示すように、中央処理装置（ＣＰＵ）８２は、複合機の各部の動作を制御する。
リードオンリメモリ（ＲＯＭ）８３は、複合機の動作に必要な各種の制御プログラムを記
憶している。ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）８４は、制御プログラムの実行に伴って
得られたデータ等を一時的に記憶する。そして、このＣＰＵ８２、ＲＯＭ８３及びＲＡＭ
８４により、制御手段が構成されている。
【００２６】
記録媒体読取部９０は、フロッピーディスクあるいはＣＤＲＯＭ等の記録媒体９１から記
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録データを読取って、ＣＰＵ８２に出力する。この記録媒体９１の記録データとしては、
複合機の動作に必要な各種の制御プログラムや、図示しない記録機器によって記録された
原稿画像データ等がある。
【００２７】
前記原稿読取部１４は、透光板２５または原稿載置板３１を介して原稿２１上の画像を読
取って、白黒２値のイメージデータをＣＰＵ８２に出力する。画像メモリ８５は、受信し
た受信画像データ、原稿読取部１４で読取られた原稿画像データ、あるいは記録媒体読取
部９０で読取られた原稿画像データを一時的に記憶する。記録部１７は、受信した受信画
像データや、原稿読取部１４または記録媒体読取部９０からの原稿画像データを、カット
紙５６に記録する。
【００２８】
表示部８６は液晶表示パネルやＬＥＤを備え、例えば「コピーモード」、「通信モード」
、「プリントモード」、「待機中」、「機器異常」のように、装置の動作状態等の各種情
報を表示する。操作部８７は、機能選択キー８７ａ、スタートキー８７ｂ、ページ合成キ
ー８７ｃ等の各種操作キーを備えている。
【００２９】
前記機能選択キー８７ａは、コピーモードを実行させるか、ファクシミリ送信モードを実
行させるかを選択する場合に操作する。スタートキー８７ｂは、コピー動作やファクシミ
リ送信動作を開始させる場合に操作する。ページ合成キー８７ｃは、ファクシミリ通信で
受信した受信画像データの記録に際して、２ページ分のデータを１枚のカット紙５６に合
成して記録する動作を選択する場合に操作する。
【００３０】
モデム８８は、送受信データの変調及び復調を行うものである。ネットワークコントロー
ルユニット（ＮＣＵ）８９は、電話回線Ｌ１の閉結及び開放を制御するとともに、相手先
のファックス番号に対応したダイヤルパルスの送出及び着信を検出する機能等を備えてい
る。
【００３１】
そして、前記ＣＰＵ８２は、ファクシミリ通信にて画像データを受信したとき、必要に応
じて受信画像データを９０度回転させた状態で、画像メモリ８５に一時的に記憶させる。
また、ＣＰＵ８２は、前記受信画像データ及び前記記録画像データを、カット紙５６上に
記録する際に、その画像データの記録に適したサイズのカット紙５６を、カット紙供給部
１５から選択する。ここで、前記給紙カセット５７において、前記画像データの記録に最
適なカット紙５６が用紙切れ等により存在しない場合には、ＣＰＵ８２は次善のカット紙
５６を選択する。
【００３２】
ここで、特に受信画像データを記録する際には、前記ＣＰＵ８２は、受信画像データを回
転させることなく記録する場合に適したサイズのカット紙５６と、受信画像データを９０
度回転させて記録する場合に適したサイズのカット紙５６とを比較する。そして、これら
のカット紙５６の内で、面積の小さい方のカット紙５６を選択する。
【００３３】
ところで、前記給紙カセット５７には、受信画像データを分割して記録することができる
小サイズのカット紙５６と、受信画像データを９０度回転させて記録することができる大
サイズのカット紙５６とが存在する場合がある。このような場合には、前記ＣＰＵ８２は
、大サイズのカット紙５６を選択して、この選択した大サイズのカット紙５６上に、原稿
画像データを９０度回転させた状態で記録させる。
【００３４】
しかも、前記ＣＰＵ８２は、ページ合成キー８７ｃの操作によりページ合成が選択されて
いる状態では、受信画像データの２ページ分を９０度回転させた状態でページ合成してカ
ット紙５６上に記録可能な原稿長か否かを判別する。そして、受信画像データが所定の原
稿長以下である場合には、２ページ分の受信画像データを回転させてカット紙５６上に記
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録させる。
【００３５】
次に、この実施形態のコピー・ファクシミリ複合機において、ファクシミリ通信により受
信した画像データをカット紙５６に記録する際の処理動作を、図４に示すフローチャート
に基づいて説明する。なお、このフローチャートは、ＲＯＭ８３に記憶されている制御プ
ログラムに基づいて、ＣＰＵ８２の制御のもとで進行する。
【００３６】
さて、Ｓ１において、ファクシミリ通信により相手機から受信画像データを原稿１ページ
分受信すると、ステップＳ２～Ｓ９の判別が実行され、ルートＲ１～Ｒ１６を経てＳ１０
またはＳ１１に移行する。これにより、受信画像データを、９０度回転させて画像メモリ
８５に記憶するか、あるいは回転をさせずそのまま画像メモリ８５に記憶するかが決定さ
れる。
【００３７】
すなわち、Ｓ２においては、受信画像データを回転させた場合、その回転後の原稿の幅以
上のサイズのカット紙５６が存在するか否かが判別される。つまり、受信画像データの最
大副走査長以上の幅のカット紙５６が存在するか否かが判別される。前記最大副走査長以
上の幅のカット紙５６が存在しないと判別された場合には、Ｒ１を経てＳ１１に移行して
、受信画像データが非回転で画像メモリ８５に記憶される。一方、前記最大副走査長以上
の幅のカット紙５６が存在すると判別された場合には、Ｒ２を経てＳ３に移行する。
【００３８】
このＳ３においては、受信画像データを回転させた場合、その回転後の原稿長が前記Ｓ２
でプリント対象と判別されたカット紙５６の１ページに収まるか否かが判別される。つま
り、前記Ｓ２の判別に適合するカット紙５６の内で、受信画像データの最大主走査長以上
の長さのカット紙５６が存在するか否かが判別される。前記最大主走査長以上の長さのカ
ット紙５６が存在しないと判別された場合には、Ｒ３を経てＳ１１に移行して、受信画像
データが非回転で画像メモリ８５に記憶される。前記最大主走査長以上の幅のカット紙５
６が存在すると判別された場合には、Ｒ４を経てＳ４に移行する。
【００３９】
このＳ４においては、受信画像データを回転させない場合、その原稿幅以上のサイズのカ
ット紙５６が存在するか否かが判別される。つまり、前記Ｓ３の判別に適合するカット紙
５６の内で、受信画像データの最大主走査長以上の幅のカット紙５６が存在するか否かが
判別される。前記最大主走査長以上の幅のカット紙５６が存在しないと判別された場合に
は、Ｒ１６を経てＳ１０に移行し、受信画像データが回転される。前記最大主走査長以上
の幅のカット紙５６が存在すると判別された場合には、Ｒ５を経てＳ５に移行する。ここ
で、前記最大主走査長以上の幅のカット紙５６が複数種存在する場合には、その最大主走
査長に近い幅のカット紙５６が優先されるようになっている。
【００４０】
このＳ５においては、受信画像データを回転させない場合、その原稿長が対象サイズのカ
ット紙５６の長さ寸法以下であるか否かが判別される。つまり、前記Ｓ４の判別に適合す
るカット紙５６の内で、受信画像データの最大副走査長以上の長さのカット紙５６が存在
するか否かが判別される。前記最大副走査長以上の長さのカット紙５６が存在しないと判
別された場合には、Ｒ６を経てＳ１０に移行して、受信画像データが回転される。前記最
大副走査長以上の長さのカット紙５６が存在すると判別された場合には、Ｒ７を経てＳ６
に移行する。
【００４１】
このＳ６においては、操作部８７のページ合成キー８７ｃにより、２ページ分の受信画像
データを１枚のカット紙５６に合成して記録するページ合成動作が選択されているか否か
が判別される。ページ合成がオフに設定されている場合には、Ｒ８を経て後述するＳ９に
移行する。ページ合成がオンに設定されている場合には、Ｒ９を経てＳ７に移行する。
【００４２】
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このＳ７においては、受信画像データを回転させない場合、その原稿長がカット紙５６の
長さの１／２以下であるか否かが判別される。つまり、前記Ｓ５の判別に適合するカット
紙５６の内で、受信画像データの最大副走査長の２倍以上の長さのカット紙５６が存在す
るか否かが判別される。言い換えると、受信画像データを回転することなく、２ページを
１枚のカット紙５６にページ合成可能か否かが判別される。前記最大副走査長の２倍以上
の長さのカット紙５６が存在する場合には、Ｒ１０を経てＳ１１に移行して、受信画像デ
ータが非回転で画像メモリ８５に記憶される。また、最大副走査長の２倍以上の長さのカ
ット紙５６が存在しない場合には、Ｒ１１を経てＳ８に移行する。
【００４３】
このＳ８においては、受信画像データを回転させた場合、その回転後の原稿長がカット紙
５６の長さの１／２以下であるか否かが判別される。つまり、受信画像データの最大主走
査長の２倍以上の長さのカット紙５６が存在するか否かが判別される。言い換えると、受
信画像データを回転することによって、２ページを１枚のカット紙５６にページ合成可能
か否かが判別される。前記最大主走査長の２倍以上の長さのカット紙５６が存在する場合
には、Ｒ１２を経てＳ１０に移行して、受信画像データが回転される。また、前記最大主
走査長の２倍以上の長さのカット紙５６が存在しない場合には、Ｒ１３を経てＳ９に移行
する。
【００４４】
このＳ９においては、受信画像データを回転することで記録するカット紙５６の面積を小
さくできるか否かが判別される。つまり、受信画像データの回転前の原稿の記録に適する
カット紙５６の面積より、回転後の原稿の記録に適するカット紙５６の面積の方が小さい
か否かが判別される。回転前の原稿の記録に適するカット紙５６の方が面積が小さいと判
別された場合には、Ｒ１４を経てＳ１１に移行して、受信画像データが非回転状態で画像
メモリ８５に記憶される。回転後の原稿の記録に適するカット紙５６の方が面積が小さい
と判別された場合には、Ｒ１５を経てＳ１０に移行して、受信画像データが回転される。
【００４５】
Ｓ１０において、受信画像データが回転されると、Ｓ１１に移行して画像メモリ８５に記
憶される。
このように、回転状態あるいは非回転状態で画像メモリ８５に記憶された受信画像データ
は、図５に示すフローチャートに従って、プリント動作が実行される。
【００４６】
すなわち、Ｓ１２にて原稿１ページ分の画像データが画像メモリ８５から読み込まれると
、Ｓ１３に移行する。このＳ１３においては、操作部８７のページ合成キー８７ｃにより
、前記ページ合成動作が選択されているか否かが判別される。ページ合成がオフに設定さ
れている場合にはＳ１４に移行して、通常のプリント動作が選択され、１ページの読込原
稿が１枚のカット紙５６に記録されて、処理が終了する。一方、ページ合成がオンに設定
されている場合には、Ｓ１５に移行する。
【００４７】
このＳ１５においては、読込原稿長が複数の給紙カセット５６のいずれかに収容されたカ
ット紙５６の長さの１／２以下であるか否かが判別される。読込原稿長が全てのカット紙
５６の長さの１／２を越える場合にはＳ１４に移行して、通常のプリント動作が選択され
、１ページの読込原稿が１枚のカット紙５６に記録されて、処理が終了する。読込原稿長
がいずれかのカット紙５６の長さの１／２以下であると判別された場合には、Ｓ１６に移
行する。
【００４８】
このＳ１６においては、読込原稿が２ページ以上あるかが判別される。読込原稿が２ペー
ジ以上ない場合、つまり１ページのみの場合にはＳ１２に戻って、次ページ以降の読込原
稿が読み込まれるのを待つ。読込原稿が２ページ以上ある場合には、Ｓ１７に移行する。
【００４９】
このＳ１７においては、読込原稿における連続する２ページの原稿長の合計が、複数の給
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紙カセット５６のいずれかに収容されたカット紙５６の１枚分に収まるか否かが判別され
る。つまり、連続する２ページの読込原稿が、ページ合成可能か否かが判別される。いず
れのカット紙５６によってもページ合成が不能であると判別された場合にはＳ１４に移行
して、ページ合成の設定状態に拘らず、１ページの読込原稿が１枚のカット紙５６に記録
される。いずれかのカット紙５６においてページ合成が可能であると判別された場合には
Ｓ１８に移行して、ページ合成プリント動作が選択される。そして、２ページ分の読込原
稿が１枚のカット紙５６に合成して記録されて、処理が終了する。
【００５０】
次に、この実施形態のコピー・ファクシミリ複合機において、各種サイズの画像データを
受信した場合、いずれのサイズのカット紙５６上に、受信画像データが回転または非回転
状態で記録されるかを、図４及び図６～図１０に基づいて具体的に説明する。
【００５１】
なお、この説明においては、図１０に示すように、カット紙供給部１８に、Ａ３サイズ、
Ｂ４サイズ、Ａ４サイズ、Ａ５Ｒ（横）サイズの４種類のカット紙５６が装備されている
ものとする。また、図６～図９において、丸印内のＲ番号は、図４のフローチャートにお
けるステップ間のルート番号に対応して付されている。さらに、図６～図９において、丸
印の下方の（）内の符号は、各ルートでプリント対象と判別されているカット紙５６のサ
イズを示している。
【００５２】
（処理例１）　さて、図６に示すように、Ａ４Ｒ（横）サイズの画像データの原稿１ペー
ジ分を受信した際には、Ｓ２において、回転後の原稿幅、すなわちＡ４幅以上のカット紙
５６が存在するかが判別される。この条件には、Ａ３、Ｂ４、Ａ４サイズのカット紙５６
が該当するため、Ｒ２を経てＳ３に移行し、回転後の原稿長が前記各カット紙５６に収ま
るかが判別される。そして、各カット紙５６はＳ３の条件に該当するため、Ｒ４を経てＳ
４に移行して、回転前の原稿幅以上の幅を有するカット紙５６が存在するかが判別される
。この条件に、Ａ３サイズのカット紙５６が該当するため、Ｒ５を経てＳ５に移行し、回
転前の原稿長がカット紙５６の長さ以下かが判別される。Ａ３サイズのカット紙５６はこ
の条件に該当するために、Ｒ７を経てＳ６に移行してページ合成の設定状況が判別される
。
【００５３】
ここで、ページ合成がオンに設定されている場合には、Ｒ９を経てＳ７に移行し、回転前
の原稿長はＡ３サイズのカット紙５６の長さの１／２以下であると判別される。そして、
Ａ４Ｒサイズの受信画像データは、Ｒ１０を経て非回転状態で画像メモリ８５に記憶され
、図５のフローチャートに従って、Ａ３サイズのカット紙５６に非回転状態でページ合成
プリントされる。
【００５４】
これに対して、ページ合成がオフに設定されている場合には、Ｒ８を経てＳ９に移行し、
原稿を回転することにより記録可能なカット紙５６の面積が小さくなるかが判別される。
ここで、Ａ４Ｒサイズの原稿は、回転することによりＡ４サイズのカット紙５６への記録
が可能である。このため、Ａ３サイズのカット紙５６から、より面積の小さなＡ４サイズ
のカット紙５６にプリント対象が変更される。そして、Ａ４Ｒサイズの受信画像データは
、Ｒ１５を経て回転状態で画像メモリ８５に記憶され、図５のフローチャートに従って、
Ａ４サイズのカット紙５６に回転状態で通常プリントされる。
【００５５】
ところで、前記Ｓ４において、用紙切れ等によりＡ３サイズのカット紙５６が存在しない
と判別された場合には、図において＜＞で示すように、Ａ４サイズのカット紙５６がプリ
ント対象となる。そして、Ｒ１６を経て回転状態で画像メモリ８５に記憶され、図５のフ
ローチャートに従って、Ａ４サイズのカット紙５６に回転状態で通常プリントされる。
【００５６】
さらに、Ａ３サイズに加えてＡ４サイズのカット紙５６も存在しないと判別された場合に
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は、図において＜＞で示すように、Ｂ４サイズのカット紙５６がプリント対象となる。そ
して、同様の処理を経て、最終的にはＢ４サイズのカット紙５６に回転状態で通常プリン
トされる。
【００５７】
（処理例２）　次に、図７に示すように、Ｂ５Ｒ（横）サイズの画像データの原稿１ペー
ジ分を受信した際には、Ｓ２において、回転後の原稿幅、すなわちＢ５幅以上のカット紙
５６が存在するかが判別される。この条件では、全サイズのカット紙５６がプリント対象
となるため、Ｒ２を経てＳ３に移行し、回転後の原稿長が前記各カット紙５６に収まるか
が判別される。ここで、Ａ３、Ｂ４、Ａ４サイズのカット紙５６がＳ３の条件に該当する
ため、Ｒ４を経てＳ４に移行して、回転前の原稿幅以上の幅を有するカット紙５６が存在
するかが判別される。この条件には、Ａ３、Ｂ４サイズのカット紙５６が該当する。しか
し、このＳ４において、プリント対象となるカット紙５６が複数種存在する場合には、そ
れらの内で最小の幅を有するカット紙５６が優先的に選択される。このため、Ｂ４サイズ
のカット紙５６がプリント対象となって、以下前記処理例１と同様に処理される。
【００５８】
そして、ページ合成がオンに設定されているときには、Ｂ５Ｒサイズの受信画像データは
、Ｂ４サイズのカット紙５６に非回転状態でページ合成プリントされる。一方、ページ合
成がオフに設定されているときには、同画像データは、Ａ４サイズのカット紙５６に回転
状態で通常プリントされる。
【００５９】
ところで、用紙切れ等によりＢ４サイズのカット紙５６が存在しない状態では、Ｒ５以降
において＜＞内に示すように、Ａ３サイズのカット紙５６がプリント対象となる。そして
、前記Ｂ４サイズのカット紙５６をプリント対象とする場合と同様の処理を経て、ページ
合成がオンに設定されているときには、Ａ３サイズのカット紙５６に非回転状態でページ
合成プリントされる。また、ページ合成がオフに設定されているときには、最終的には前
記Ｂ４サイズのカット紙５６をプリント対象とする場合と同様に、Ａ４サイズのカット紙
５６に回転状態で通常プリントされる。
【００６０】
（処理例３）　次に、図８に示すように、Ｂ５Ｒ（横）サイズより原稿長ｘが少し長い画
像データの原稿１ページ分を受信した際には、Ｒ２において、Ａ３、Ｂ４、Ａ４サイズの
カット紙５６がプリント対象となる。以下、ページ合成の設定状況の判別（Ｒ７）までは
、前記処理例２と同様に進行する。つまり、Ｂ４サイズのカット紙５６をプリント対象と
してページ合成の設定状況が判別される。
【００６１】
ここで、ページ合成がオンに設定されている場合には、Ｒ９を経てＳ７に移行し、原稿長
がＢ４サイズのカット紙５６の長さの１／２を越えると判別される。そして、Ｒ１１を経
てＳ８に移行し、回転後の原稿長がＢ４サイズのカット紙５６の長さの１／２を越えると
判別されて、Ｒ１３を経てＳ９に移行する。ここで、回転後の原稿幅が、Ｂ５幅サイズは
超えるがＡ４幅サイズ（２１０ｍｍ）以下である場合には、回転することによりＢ４サイ
ズのカット紙５６を使用することなく、Ａ４サイズのカット紙５６に記録することができ
ると判別される。これにより、この処理例３の受信画像データは、Ｒ１５を経て回転状態
で画像メモリ８５に記憶され、図５のフローチャートに従って、Ａ４サイズのカット紙５
６に回転状態で通常プリントされる。
【００６２】
ところで、回転後の原稿幅が、Ｂ５幅サイズのみならずＡ４幅サイズ（２１０ｍｍ）をも
超える場合には、回転してもＡ４サイズのカット紙５６に収めることができないと判別さ
れる。このため、この処理例３の受信画像データは、Ｒ１４を経て非回転状態で画像メモ
リ８５に記憶され、図５のフローチャートに従って、Ｂ４サイズのカット紙５６に非回転
状態で通常プリントされる。
【００６３】
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一方、ページ合成がオフに設定されている場合には、前記処理例２と同様に処理され、Ａ
４サイズのカット紙５６に回転状態で通常プリントされる。
ところで、用紙切れ等によりＢ４サイズのカット紙５６が存在しない状態では、Ｒ５以降
において＜＞内に示すように、Ａ３サイズのカット紙５６が対象のカット紙５６となる。
そして、ページ合成がオンに設定されており、回転前の原稿長が２１０ｍｍ以下の場合に
は、Ｒ９に続くＳ７において、原稿長がＡ３サイズのカット紙５６の長さの１／２以下で
あると判別される。このため、この処理例３の受信画像データは、Ｒ１０を経て非回転状
態で画像メモリ８５に記憶され、図５のフローチャートに従って、Ａ３サイズのカット紙
５６に非回転状態でページ合成プリントされる。
【００６４】
これに対して、回転前の原稿長が２１０ｍｍを超える場合には、Ｓ７において原稿長がＡ
３サイズのカット紙５６の長さの１／２を超えると判別される。そして、以降前記Ｂ４サ
イズのカット紙５６をプリント対象とする場合と同様の経路で進行して、最終的にはＡ３
サイズのカット紙５６に非回転状態で通常プリントされる。
【００６５】
また、ページ合成がオフに設定されているときには、最終的には前記Ｂ４サイズのカット
紙５６を対象とする場合と同じ結果となる。
（処理例４）　次に、図９に示すように、Ａ４サイズの画像データの原稿１ページ分を受
信した際には、Ｒ２において、Ａ３、Ａ５Ｒサイズのカット紙５６がプリント対象となる
。このＲ２に続くＳ３において、回転前の原稿の分割が必要となるため、Ａ５Ｒサイズの
カット紙５６はプリント対象から除外される。つまり、回転前の原稿を分割して記録可能
な小サイズ（Ａ５Ｒ）のカット紙５６よりも、後述するように回転後の原稿をそのまま記
録可能な大サイズのカット紙５６が優先される。次いで、Ｒ４を経てＳ４に移行し、回転
後の原稿が１ページに収まるＡ３サイズのカット紙５６が対象となる。以下、ページ合成
の設定状況の判別（Ｒ７）までは、前記処理例１と同様に進行する。つまり、Ａ３サイズ
のカット紙５６を対象にページ合成の設定状況が判別される。
【００６６】
ここで、ページ合成がオンに設定されている場合には、Ｒ９を経てＳ７に移行し、原稿長
がＡ３サイズのカット紙５６の長さの１／２を越えると判別される。そして、Ｒ１１を経
てＳ８に移行し、回転後の原稿長がＡ３サイズのカット紙５６の長さの１／２以下である
と判別される。このため、Ａ４サイズの受信画像データは、Ｒ１２を経て回転状態で画像
メモリ８５に記憶され、図５のフローチャートに従って、Ａ４サイズのカット紙５６に回
転状態でページ合成プリントされる。
【００６７】
一方、ページ合成がオフに設定されている場合には、Ｒ８を経てＳ９に移行する。ここで
、Ａ４サイズの原稿を回転した場合、Ａ３幅サイズのカット紙５６が必要となって、回転
することによりカット紙５６の面積が小さくならないと判別される。このため、Ａ４サイ
ズの受信画像データは、Ｒ１４を経て非回転状態で画像メモリ８５に記憶され、図５のフ
ローチャートに従って、Ａ４サイズのカット紙５６に非回転状態で通常プリントされる。
【００６８】
ところで、前記Ｓ３において、用紙切れ等によりＡ３サイズのカット紙５６が存在しない
と判別された場合には、Ｒ３を経て非回転状態で画像メモリ８５に記憶される。そして、
Ａ４サイズの受信画像データは、図５のフローチャートに従って、Ａ４サイズのカット紙
５６に非回転状態で通常プリントされる。
【００６９】
さらに、Ａ３サイズに加えてＡ４サイズのカット紙５６も存在しないと判別された場合に
は、同様の処理を経て、最終的にはＢ４サイズのカット紙５６に非回転状態で通常プリン
トされる。
【００７０】
前記の実施形態によって期待できる効果について、以下に記載する。
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・この実施形態の通信機能付き記録装置では、受信画像データを９０度回転させて、カッ
ト紙５６上に記録する機能と、複数のサイズのカット紙５６を選択して使用する機能とを
備えている。そして、受信画像データの記録時には、回転前の受信画像データの記録に適
するカット紙５６と、回転後の受信画像データの記録に適するカット紙５６との内で面積
の小さいカット紙５６を選択して、受信画像データが回転または非回転状態で記録される
ようになっている。
【００７１】
このため、受信画像データの記録に際して、その受信画像データに最適なサイズのカット
紙５６を選択することができ、カット紙５６の余白部分や使用枚数を減少させることがで
きる。また、カット紙５６の選択がテーブルデータを使用することなく、論理判断によっ
て行われるようになっているため、テーブルデータが膨大になることがなく、ＲＯＭ８３
の容量の小さくすることができる。
【００７２】
・この実施形態の通信機能付き記録装置では、受信画像データが９０度回転させた状態で
ページ合成にてカット紙５６上に記録することができる原稿長である場合、その原稿画像
データを９０度回転させてカット紙５６上に記録するようになっている。このため、必要
に応じて受信画像データをページ合成して記録することができて、カット紙５６の使用枚
数を減少させることができる。
【００７３】
・この実施形態の通信機能付き記録装置では、受信画像データを分割して記録することが
できる小サイズのカット紙５６と、受信画像データを９０度回転させて記録することがで
きる大サイズのカット紙５６とが存在する場合に、大サイズのカット紙５６が選択される
ようになっている。このため、受信画像データに最適なカット紙５６が存在しない場合で
も、カット紙５６上に記録された画像データを貼り合わせるという面倒な作業を行う必要
がなく、カット紙５６の不要部分を切断除去するという簡単な作業で対応することができ
る。
【００７４】
なお、前記実施形態は、次のように変更して具体化することも可能である。
・原稿読取部１４にて原稿２１上から読取られた読取画像データを、記録部１７によりカ
ット紙５６上に記録する際に、前記実施形態と同様に、読取画像データに対して回転処理
や合成処理を施すように構成すること。
【００７５】
・記録媒体読取部９０にて記録媒体９１から読み込まれたプログラムに従って、受信ある
いは読取画像データを記録部１７によりカット紙５６上に記録する際に、前記実施形態と
同様に、各画像データに対して回転処理や合成処理を施すように構成すること。
【００７６】
これらのように構成しても、前記実施形態とほぼ同様の効果が期待される。
【００７７】
【発明の効果】
　この発明は、以上のように構成されているため、次のような効果を奏する。
　 請求 記載の発明によれば、画像データの記録に際して、その画像データに最適な
サイズの記録紙を選択することができ、記録紙の余白部分や使用枚数を減少させることが
できる。また、記録紙の選択がテーブルデータを使用することなく、論理判断によって行
われるようになっているため、テーブルデータが膨大になるのを抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明を具体化した複合機の一実施形態を示す断面図。
【図２】　その複合機の一部を拡大して示す部分断面図。
【図３】　複合機の回路構成を示すブロック図。
【図４】　受信画像データの回転処理動作を示すフローチャート。
【図５】　受信画像データのプリント動作を示すフローチャート。

10

20

30

40

50

(11) JP 3684766 B2 2005.8.17

各 項に



【図６】　Ａ４Ｒサイズの受信画像データの処理に関する説明図。
【図７】　Ｂ５Ｒサイズの受信画像データの処理に関する説明図。
【図８】　Ｂ５Ｒより少し長いサイズの受信画像データの処理に関する説明図。
【図９】　Ａ４サイズの受信画像データの処理に関する説明図。
【図１０】　カット紙供給部に装備されたカット紙の種類を示す説明図。
【図１１】　従来装置におけるＡ４Ｒサイズの受信画像データの処理に関する説明図。
【符号の説明】
５６…記録紙としてのカット紙、８２…制御手段を構成するＣＰＵ、８３…制御手段を構
成するＲＯＭ、８４…制御手段を構成するＲＡＭ。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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